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和
蘭
語

一
つ
を
外
國

と

の
連

絡

の
頼
り

に
し

て
鎖

國

の
夢
を
む

さ
ぼ

つ
て
い
た
徳
川
幕
府

を
狼
狽

さ
せ
た

も

の
ほ

、文
化

五
年
、
(
壽

)

,
.

註

-

八
月
長
崎
港

に
突
如
起

つ
た
英
吉
利

軍
艦

フ

エ
イ
ト

ン
號

国
●岩
●¢

、、田

跨
囲
日
0
2
、.
の
事
件
で
あ

ウ
た
。
多
数

の
長
崎
在
佳
阿
蘭
陀
通

詞

に
英
語

の
素
養

が
な
く
、
た

め
に
相
互

の
意
志

を
疏
通
し
得
な

か

つ
た

こ
と
を
痛
慰

し
た
幕
府
は

、
國
防
上
か
ら
も
英
語

の
修
行
を
重

要
覗
す

る
事

に
方
針

を

一
攣

し
、
翌
文
化

六
年

(
μ
Q◎
O
O
)

に
は
長
崎
阿
蘭
陀
通
詞
十
四
名

に

「
魯

西
亜
譜
厄
利
亜
文
字
言
語
稽
古

の
儀
」

　
　

を
命

じ
、
更

に
其

の
年

の
末

に
至

つ
て

「
攣
学

の
儀
,幼
年

の
頃

よ
り
不

学
は
氣
憶
も
有
之
間
敷
旨

に
付

」
蘭

通
詞
全
部

に
魯
英

雨
國
語
象

修

の
命

が
下
り

、
英
語
修
学

の
指
導

に
當

つ
た

の
は
、
當

時
和
蘭

商
館
勤
務

の
ヤ

ン

・
コ
ツ
ク

・
プ

ロ
ム
ホ

フ

蜜

β
.O
o
。
犀
国
ざ
塁
ぽ
o
露

で
あ

つ
た
。
,此

の
結
果

は
和
蘭
語
寄

生
と
な

つ
て
本
邦
英
学
黎
明
期

に

　
つ

の
障
害

を
産

ん
だ
が
、
幸

に
し
て
こ

玉
に

一
大
恩
入

が
現
れ

て
、
毎

日

の
英
語

敏
授

に
綿

密
な

指
導

を
行

い
、

こ
の
た

め
に
通
詞
達
は

ペ
ル
リ
來
朝

の
際

、
神
奈
川
條
約
締
結

に
大
き
な
貢
献
を
す

る

"

が

ロ

ア

げ

こ
と
が
出
來
た
。
此

の
日
本
英

学
黎
明
期

の
恩
人
と

は
即
ち

閑
磐

鑑
9

夢

。
U
o
塁

峯

で
、
彼

の
事
績

に
つ
い
て
は

「
人
文
研
究
」
第

q
號

に
於

て
、
既

に
筆
者

が
鱗

れ
た

と

こ
ろ

で
毒

る
が
、
本
稿

は
そ

の
補

足
を
う

と

め
る
覧
書

で
あ
る
。
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ぼ

英

國

人

の

父

と

北

米

土

人

O
ぼ

β
o
o
犀

族

の
母

と

の
間

に
生

ま

れ

、

一
八

四

五

年

の

O
お

σq
o
昌

一

撫

月
尋

で
粟

利
加
の
喪

と
な
つ
た
人
で
あ
》

の
年
・
二
土

歳
葦

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
か
ね
て
の
希
讐

日
本
渡
響

一
一

噺
行
す

る
こ
と
に
決

し
、
Q
還

言
冨

ピ
切
帆
国
9
類
鴛
勢

め

配
下
と
し

て
捕
鯨
船

コ

遷

o
暮

ぽ

號

に
投
じ
だ

。

}
八
四

八
年
朝

鮮
海
峡

か

ら

日
本
海

に
入
り
、
鯨
群
を
求
め

て
北
上
し
、
鮎
腹

を
鯨

で
満
た

し

て
齢
航

の
途

に
り
く

男
ζ
目
o
暮
げ
號

と
北
海
道

の
北
端

で
訣
冊
し
、

.
婁

用
の
季

ト
に
食
糧

・
姦

・
・擁

翼

な
ど
聾
葉

で
永
年
塗

養

現
す
べ
壷

夷
地
上
讐

企
て
た
の
塗
ハ
月
二
+
吉

の

へ

ち

こ

と

で

あ

つ

た

。
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勲
σq
琶

…
…
ヨ

け
冨

冒

琶

置

、～o
&

g

・・ξ

β

昼
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ゆ
厚
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据

二

8

σ・
℃
碧

負

器

ゆ
財
①
団

げ
げ
o
庫
σq
犀

"
蟄

冒

石Ω
ぴ

蟄
象

い
危

∵

、

彼

は
別

耽

の
模

様

を

そ

の
手

記

..Q
蟄
娼
憎
昼

u。言

慧

o
恥
b
窟
く
Φ
暮

霞

Φ
..
で

こ

の
様

に
し

る
し

て

い
る

。

母
船

と
別

れ

た

孤
舟

は
七

月

二
目

メ

　
ボ

北
邊

の
利
尻
島

に
漕
ぎ
寄

せ
ら
れ
た
。

こ
」
で
彼
を
迎

え
た

の
は

ア
イ

ヌ
の
漁

師

で
、

、
最
寄
り

の
野

束
と
云
う
部
落
に
案
内

し
・
着
換

え

ゆ

ざ

を
與

え
て
手
厚
く
も
亡

な
し
た
。
・然

し
異
國

の
人
を

無
断

で
世
話
す

る
こ
と
は
當
時

の
國
法

の
堅

く
黎
じ

て
居

る
と
こ
ろ
な

の
で
・

こ
れ

を
宗
谷
勤
番
所
篇

廿
、
吉

后
蓋

勤
番
所
か
ら
係
り
の
者
が
轟

べ
の
た
め
に
肇

を
渡
つ
尋

束
に
到
着
し
た
・
彼
等
の
取
扱
方

旨

が

至
極

穏

や
か
な

も

の
で
あ

つ
た

こ

と
は

マ
ク
ド

ナ

ル
ド

の
次

ぎ

の
手

記

で
も

明

ら

か

で
あ
惹

。

、
,
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目
時

Φ

酔
羅

Φ

麹

。
冨

器

げ
o
器

粗
酔
冨

同

ぞ
Φ
奉

U9

ぢ
る

置
斜

塁

の
げ
o
宅
β

び
望

蟄

娼
目
$

Φ
暮

o
騰

召慶
詔
o
①
酔
墓

暮
の

8

B
嶺

o
昼

類
①
3

笹
冨
o
σqo
β
Φぎ
塁
。

、

醒

今
こ
れ
を
日
本
側
記
録
に
よ
つ
て
確
め
る
と
、

「
績
通
信
全
覧
類
輯
」
に
は
吹
ぎ
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
b

、

一

〇
嘉
永
元
戌
申
六
月
廿
二
日

私
領
分
西
蝦
夷
地
リ
イ
シ
サ
島
之
内
ノ
ツ
カ
と
申
所

へ
去
る
二
日
申
之
刻
頃
異
國
人
壼
人
橋
船
へ
乗
漂
着
致
し
濡
候
衣
類
を
着
し
居
飴

程
疲
候
膿
に
見
講
候
に
付
直
様
ノ
ッ
カ
番
小
屋

へ
蓮
越
食
物
等
手
當
致
し
置
候
段
番
人
共
與
ソ
ウ
ヤ
勤
番
所

へ
訴
出
候
に
付
同
所
詰
家

來
之
内
フ
ツ
カ
へ
罷
越
始
宋
相
尋
候
庭
言
語
不
通
に
付
手
眞
似
を
以
相
尋
候

へ
共
異
國
入
も
同
様
手
眞
似
に
而
相
答
候
事
故
事
實
碇
と

難
相
分
候

へ
共
沖
合
に
而
元
船
に
別
れ
橋
船

へ
壷
入
乗
漂
居
候
内
風
波
強
く
相
成
橋
船
爾
度
水
船
に
相
域
其
節
所
持
之
磁
石
海
失
之
様

子
に
て
何
れ
を
當
と
申
事
な
く
漂
羅
在
候
内
高
山
見
講
候
間
漕
寄
上
陸
し
候
趣

に
相
聞
候
に
府
乗
参
候
橋
船
損
し
も
無
之
候
間
灘
帆
可

致
旨
手
眞
似
に
而
相
論
候
虞
右
小
船
に
而
者
大
洋
鶴
帆
成
蓑
當
惑
之
躰
に
相
見
得
候
沈
付
差
留
置
候
旨
手
眞
似
に
而
相
論
候
虚
鮎
頭
に

付
ソ
ウ
ヤ
勤
番
所
へ
引
取
番
人
手
當
等
厚
索
甲
付
置
候
段
勤
番
家
來
共
よ
り
申
越
候

,

、

、

一
、
異
國
人
乗
参
候
橋
船
長
サ
四
間
牛
巾
六
尺
位
御
座
候
由
右
船
数
船
具
等
役
場

へ
引
.上
置
申
候
其
外
所
持
品
取
調
差
越
幌
別
纏
柑
添

O

御
届
申

上
候
右
異
國
人
此
上
如
何
相

心
得

可
申
哉

此
段
奉
伺
候

.

以

上

六
月
廿

二
日

、
、

松

前

志

摩

守

切
》
男
卜
」[
一)

り
h
臣
O
b
　O
製
》
炉
一)
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男
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岩
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戸

號

か
ら
扁

舟

に
移

少

、

未
知

の
國

..日
ぽ
Φ

B
暑

言

艮
o
塁

脅

o
豊

匂
蟄
娼
碧

..

に
漂
着

し

て
先

す

う
け
た

取
扱

が
冷

繭

遇

で
な
か

つ
た

こ
と
倣
日
本
側

の
記
録

か
ら
も
想
像

さ
れ
る
ど

こ
ろ

で
あ
る
。

、

粕

m

が

レ

い

利
尻
島
か
ら
海
上
を
宗
谷

に
護
逡

さ
れ
、
同
地

に

一
ケ
月
余
を
嚴
重
な
警

戒

の
も

と
に
禁
鋼

生
活

を
邊

る
身

と
な

つ
た

が
.
彼

の
手

記

一

り

は

そ

の
間

の
浩

息

を

極

め

て
明

る

い
語

調

で
次
ぎ

の
如

く

傳

え

て
居

る

の
は
、

マ
・ク
ド

ナ

ル
ド
本

來

の

性
格

に
よ

る

も

の

で

あ
ろ
・う
か

。

そ

れ

と

も

彼

の
云

う

..日
び
Φ
琶
遂
審
艮
o
昌
ω
脅

①
豊

智

娼
鋤
見

、、

に
渡

つ

て
一、

日
本

が
封

米

・
英

通

商

を
開

い
た

時

に
、

一
流

の
通

詞

と

ぬ

サ

ノ

ヘリ

な

ろ
う
と
す

る
大
望

の
も
と
に
ほ
、
些
細
な
困
難

・
苦
痛

は
す

べ
て
影

を
淡

し

て
了

つ
た

の

で
あ
ろ
う
か
σ

長
崎

護
逡
后

の
彼

の
生
活
な

ど
を
考

え
あ
わ
せ
為
時

・そ

の
い
す
れ
も
が
作
用
し

て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
彼
は
そ

の
當

時

の
思
出
を
吹
ぎ

の
如
く
綴

つ

て
居

る
浦

・

毒

冨
①
営

σq

詔
①
昌

{φ
辞

ぼ
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げ
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昌
号
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暫
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目
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げ
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宅
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ゴ

匿
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冷

酔
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酔
O
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器

8

暫
q
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ず
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β

戸

げ
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9

β
o
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β
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σ
o
目
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塁

望
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q
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富
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ボ

万
里

の
波
濤
を
越

之
て
遙

々
北
海

の
孤
島
を
訪
れ
だ
此

の
米
國
青

年

の
塵
置

に
は
、
松
前
藩

幽
先

も

一
方
な
ら

ぬ
心
遣

い
を
彿
わ
な
け

り

い

れ

ば
な

ら

な

か

つ
た

。
前

掲

、の
績

通
信

全

覧
類

輯

に
よ
れ

ば
此

の
時

の

い
き

さ

つ
は
次

ぎ

の
如

く
記

ざ

れ

て
熔

る

。

○

戌

申

七

月

十

一
日

、、
.

・

ノ

も

、

志
摩
守
様
與
御
届
被
仰
上
候
ソ
ウ
ヤ
勤
番
所

へ
引
取
置
候
異
國
人
之
儀
松
前
よ
り
同
所
迄
百
九
拾
里
飴
相
隔
例
年
二
百
十
日
後
者
追
々

海
上
荒
く
船
路
留
り
候
時
節
相
成
其
上
寒
地
之
場
所
故
足
輕
爾
人
者

マ
シ
ケ
へ
引
取
越
年
仕
外
勤
番
御
家
來
共
者
例
年
秋
來
松
前
表

へ

引
彿
候
に
付
百
十
三
里
飴
に
は
御
座
候

へ
共
萬

一
長
崎
表

へ
差
廻
し
候
様
相
成
候
節
は
江
差
表

へ
引
取
罎
候

へ
は
明
早
春
船
路
通
路
出

ご

ン

ー



來
可
申
儀
と
奉
存
候
可
相
成
儀
に
御
座
候
は
玉
江
差
表

へ
引
取
申
度
奉
存
候
遠
境
渡
海
場
之
儀
に
御
座
候
に
付
取
計
方
奉
伺
御
在
所
表

へ
申
遣
度

此
段
各
様

迄
奉
伺
御
内
慮
候

、

七
月
十

一
日

・

,

以

上

、

松
前
志
摩
守
様
御
家
來

.

ホ

こ
れ

に
劉
す

る
指
圖

は
十
轟
日
附

を
以

て
次
ぎ

の
如
ぐ
示

さ
れ

て
居

ろ
。

、

○
同
月
十
九
日
御
差
圖

書

面

漂
着
之
異
國

人

一
旦
江

差
表

へ
引

取
置

候
上
都
合
吹
第

長
崎

表

へ
差
遣
し
候
様

可
仕
候
事

一111_

か

く

し

て

マ
ク
ド

ナ
ル
ド

は

海

上
護
邊

に

よ
つ

て
九
月

六
日
松

前

到

着

、
再

び

幽

囚

め

生
活

に
入

つ
た

。

日
本
語

を
学

び
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英
語
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敏

え

、
樋

羅
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な
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の
準
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に
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力

を

傾

け
た

い

一
心

の
彼

に
は
、
・
ま

こ
と

に
惰
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念

や

る
か

た
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き
日

々
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つ
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。
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舘
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六
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蝦
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地
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燈
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か

」
げ

る

た

め
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遙
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松
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奉
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よ
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留
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五

八
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の
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、
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摩
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が
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情
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も
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マ
ク
ド
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ル
ド
は
松
前

に
留

ま
る
希
望
を
持

つ
て
居
た
が

、
幕

府

・の
指
令

忙
從

つ
て
彼

は
長
崎

表

に
護
逡

さ
れ
た
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伺
じ
年

の
春
米
國

　
ヨ

捕
鯨

船

ピ
蟄
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o
蜜

號
か

ら
読
走
し

て
江
良
町

に
漂
着

し
た
米
人
十

五
名

と
共

に
、
天
神
丸

に
乗
じ

て
十
且

一
日
松
前
を
離
れ

、
日
本
海
を

経

て
長
崎

に
上
陸

し
た

の
は
十
月
十
七
旺

で
あ

つ
た
。
長
崎
奉
行

は
親
し
く
遠
來

の
米
國
青
年

を
敢

調

べ
る
た
め
に
接
見
し

て
居

る
が

、

手

記

に
よ

る
と

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
自
鼻

は
奉
行

に
劉

し

て
相
當

の
好
感
を
抱

い
た

も
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と
想
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踏
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激
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を
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榮
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は

記

し

て
居

る
。
.

.

.

・
㌦

一

、



、

一113_

。
§

露

①■量

冨

ー

途

・:

ぎ

・ー

書

薯
器

書

§

州
葺

書

慧

Φ
。
書

穿

鋤
・
.、

H
・・
邑

.
髪

、
レ

皆

①
二

書

露

・
号

昇

4
器

身

・ぴ
量

.葺

・

乙

慰

島

婁

①
昌
・

/
.

.

.

洞
書

Φ
壇
Φ
孕

晦
一腎
の
評
・
叶
酎
鎚
葦

。
財
Φ
<
Φ
鋤

一昌

ゆ

⇔
Φ

Φ
。
勉
・
蟄
…

畑
鉾
酔

獣

類
暫
ψ

。
。
昌
・駐
ぴ
蟄
β
ψ
ぢ

魯
昌
魁

ー

峯

畑
　

霧

σ
昌
叶

・

爵

魯

犀

馨

葛

〔
§

ξ

§

欝
)
卜

琶

穿

g

,舞

答

①
身

喜

管

碧

薯

⑦
臨

-
曇

。
身

罫

」拶

Φ
畢

。
q

ぢ

量

娼
⑦
§

。

Φ
&

冒

国
。
碧

睾

}
罫

響

。
邑

ξ

葺

琶

謁

8

邑

盆

臣

①
.・な

邑

①
。・
・俘

$
麟
・

L

唄;

賢
浮̀

σq
琴

娼
円嘗

g
。
軍

慶
蟄
書

鋤
、ぴ
$
β
ぴ
貯
・
訂
・・
馨

碁

暫
島

冨

§

冒

・

曙

馨

①
目δ
,ー

書

書

℃
書

脚
葺

書

①
昌
ぎ

量

響

.ぎ

魯

匂
霧

。
げ
曇

募

・。
邑
蕊

。
♪

葺

:

津

①
浮

σ・
冨

言
蔓

豪

墓

翼
嘗

塞

罠

。
尋

・・
喜

箆

犀

の
畳

謁

二

巨
。
婆

甘

書

暑

霞

.惑

暮

乱

量

。
吋
量

身

臼

幽
。
桶岳

Φ
'
爵
g

鷲

。
§

§

叶
。
、
置

ω
蕃

身

碧

署

2

8

爵

①
Φ
。
§

昌
。
5
.
。
;

二

Φ
鼻

.・。

暑

g

。
窪

蟄
・
葺

ぎ

σ・
嘉

,§

婁

ゼ

.ー

良

罫

誉

σ・

目

ず
。
冒
Φ
ぐ
Φ

一
守
。
貰

農

同
B
Φ
意

昌

。
塩
書

①
ほ
く
一目
嘔
δ

層

同
・、.
。
困
、.。
『

ひ
騨
..
判
β

げ
げ
夢

げ
Φ
貞
書
祖
菖
同
.守
一Φ
昌
釦
・
.
一β
島
。
Φ
g
一

こ
れ

箋

す

る
呆

側
轟

は
至

ワ
て
璽

に
沓

の
如
く
録

し

て
珍

に
過
ぎ
在

、3

0

戌

申

九

月

・十

五

日

、

一
、
去
る
九
月
晋

ノ
ツ
カ
出
帆
倉

欝

志
奪

黍

警
固
致
し
長
崎
案

喬

す

ヘ

コ

,.

・

北

ア

メ

リ

カ

洲

之

内

.

が

カ

,ナ

ダ

「

,

!

.

漁

、師

,

、

蜜

蜜

5

冨

8
豊

き

ρ

事

、



拓
》
這
〉
ド
曲
)

り
h
》
O
一)
O
り
唄
卜
H
」一)

、

一1・14一

ラ

ナ

ル

ド

マ
ク

ド

ナ

ル
ド

、
囑
一
十

四

才

、
右
講
取
之

、

。

-

・

但

神
佛
者

無
之
唯

心
意
を
修

し
天
を
拝
t
候
者
眞

心
明
悟

い
た

し
幸
幅
を
可
授
た

め

に
而
外
に
唱
す

裏
無
之
旨

H
撃
σQ
o
号

號

の
漂
着
米
人
十
五
人
が
松
前
表

か
ら

・マ
グ
ド
ナ
ル
ド
ど
同
じ
船
便
で
長
崎

へ
護
逡

さ
れ
た

之
と
は
既
述
し
た

と
こ
ろ

で
あ

ヲ

へ

る
が
、
彼
等
は

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
と
は
異
り
、
.脆
走
船
員

だ
け
に
性
質
も
粗
暴

で
、
所
行

も
狼
籍
を
極

め
た
も

の
曳
よ
う
で
あ
る
睾
諌
早
日

記

に
よ
れ
ぽ
狼
籍
振
り
は
ま
こ
と

に
明
瞭

で
、職

取
扱
も
容
易
な
ら

ぬ
も

の
で
あ

つ
た

こ
と

」
察

せ
ら
れ

る
。
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漂
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之
者
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始
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ケ
條
書

北

ア
メ
リ
カ
洲
漁
業
舶
水

主
共
難
船

い
た

し
候
由

を
以
去
申
年
五
月
七
日
松
前
地
江
小
船

に
て
拾

五
人
乗
寄
同
年
六
月

二
日
蝦
夷

リ

ノ
・

ノ

シ
刃
嶋
江

壼
人
乗
寄

い
つ
れ
も
上
陸

い
た
し
救
助
相

願
候
付
其
跡
居
所
捕
押
差
貴
候
虞
ヂ

ヤ
ン
ブ

ー
ル
ラ
ー

ベ
マ
コ
イ
試
入
申

合
便
所

之
屋

根
を
破
り
　
去
候
間

山
中

に
て
捕
押
居
所
江
差
置
候
庭
其
後

チ

ヤ
ン

コ
ル
テ
ン

・
ラ
レ

ベ

マ

コ
イ
申
合
屋
根

を
押
破
　
候
付
捕

押

置

右
盟
不
法
之
者

共

二
付

一
同
當

地
江
差
越
候
節
も

右

三
人

ハ
船
中
別
、園

二
い
た
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地
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着
船

之
節
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違

之
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后
愼
方
申
鍮
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可
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愼
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り
差
出

一
同
手
廣
之
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江
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置
罧
食
を
安
し
撫
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ゼ
た
し
置
紅
毛

船
瞳
帆

之
折
柄
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付
か

ひ
た
ん

よ

り
も
心
得
違

い
た
す
間
藪
旨
敏
鍮
書
翰
差
遣
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同
承
知
之
由
相
答
候
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有
之
候
庭

ラ

ー
ベ
マ
コ
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居
所
之
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を
破

九
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廿
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日
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去
候

二
付
程
な
く
捕
押
糺
之
上
前
所

二
差
置
候
得

ぱ
申

口
も
分
類

に
つ
き
寛

容
之
沙
汰
を
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猫
叉
教

鍮

を
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へ
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所

ヘ

一
同
被
差
置
猫
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共
江
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ヤ
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コ
.
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に
立
越
候
付
直

二
召
捕
相
残
ル
者
共

一、同
相
糺
ス
庭
不
取
留
不
都
合
之
事
而

己
申
立
殊
度
々
敏
諭
差
加
候
庭
前
書
之
通
申
立
ル
昌
付
別
園
差
出
置
其
後
か
ひ
た
ん
よ
り
も
敢
示
せ
し
む
る
儀
を
も
不
取
用
度
憐
及
不

法
候
上
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其
飴
之
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共
心
底
難
計
彌

一
同
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法
候
而
者
其
鑑
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捨
置
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同
入
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申
付
置
其
外
病
者
共
藥
用
手
當
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撫
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し
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も
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マ
ク
ド

ナ
ル
ド
は

8
蟄
σq
。
智

號
乗
組

の
者

と
は
漂
着

の
目
的

が
異

り
、
蝦
夷

の
土

地
に
上
陸

し
て
、

日
本
語
習

学
の
年
月
を
重

ね
、

機

を
見

て
江
戸
に
出
向

し
て
日
米

又
は

日
英

の
貿
易
關
係
通
詞
と
し

て
活
動

し
た

い
熱

望

に
燃

え
、
渡
航

の
仕
度
も
此

の
熟
望
を
裏
付

け

ダ

ノ

ノ

ゐ

に
足
る
周
到
さ
を
以

て
し
て
居

る

(
註
4
参
考
)
。從

つ
て
取
調

の
役
人

に
野

す
る
態
度
か
ら
、
鷹
答

の
言
葉
か
ら
、

こ
れ
を
日
本
側
か

ら
観

る
と
き

に
、
自
然

8
卸
σq
o
貯

號
乗
組
員
と

は
奇
妙
な

コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
呈
し

て
居
た

こ
と

は
無
理
か
ら

ぬ
庭

で
あ
る
。

粗
暴

を
極

め
、
脱
出

を
計

る
こ
と
再

三
再

四

の
十
五
乗
組
員

に
さ
え
、
前
述

の
様
な
手
厚

い
心
邉

い
を
示
し
て
居

る
の
で
あ

る
か
ら
、
ま
し

て

マ
ク
・

ド
ナ
ル
ド

の
場
合

は
云
う
ま
で
,も
な

い
ζ
と

で
あ
ろ
う
。

一
磨

の
取
調

の
后
、

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
は
長
崎
郊
外

の
崇
幅
寺
末
寺
大
悲
庵

に
幽

居

の
生
活
を

し
な

け
れ
ば
な

ら
な
か

つ
た

が
、
部

屋

の
戸

忙
は
施
錠

が
岱
れ
て
も
、
心

の
扉

は
自
由

に
あ

い
て
い
た
様

子
が
、
彼

の
手
記

に
よ

つ
て
よ
く
う
か

壁
わ
れ

る
。
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蝦
夷

地

の
生
活

に
封

し
て
彼

が
感
謝

の
意
を

こ
め

て
、
、「
食
糧
も
充

分
、
醗
慮
も
完

壁
、
不

自
由

は
更

に
な
か

つ
た

」
と
述
懐

し
た

之

'

ア

と

で
あ
る

が
、

そ

の
こ
と
は
長
崎

生
活

に
於

て
も
同
様

で
あ

つ
た

と
云
え
る
。

一
旦
取
上
げ
ら
れ
た

バ

イ
ブ
ル
も
彼

の
手

に
戻
か
、
そ
れ

髄一

を
恭

々
し
く
上
げ

て
お
く
立
派
な
棚

ま

で
部
屋

の

』
偶

に
し
つ
ち

え

て
貰

い
得
た

こ
と
は
、
彼

が
森
山
榮

之
助
は
じ

め
多
敏

の
通
詞
達
を

通

L
て
如
何

に
長
崎
奉
行
所

の
武
士
達

に
考

え
ら

れ
.て
居
た
か
そ

の

一
斑
が
想
像

さ
れ

る
。

一
週

に

一
度

は
豚
肉

が
食
膳

に
つ
け
ち
れ
、

註
8

!

ド

バ

タ
擁

・
パ

ン

。
ミ

ル
ク

が

ナ
イ

フ

・
フ

オ

ヨ
ク
な

ど

と
共

に
食

卓

に
置

か

れ
た

と
彼

は
厚

遇

に
感
謝

し

て

い

る
。

こ

の
よ

う
な

樂

し

さ

を
彗

大
縫

鵬

藩

の
中
で
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
味
つ
琴

;

の
樂
し
み
は
和
蘭
通
詞
達
曇

す
る
英
藪

授
で
あ
霧

.
徳
川

幕

府
が

団
冨

Φ
8

β

號

の
狼
籍
事
件

に
鑑
み
、
》國
防

上
も
忽
せ

に
す

る
こ
と
が
出
來
な

い
と
云
う
理
由
も
あ

つ
て
、
戦阿
蘭
陀

通
詞
に
魯

・

英

爾
國

語

の
験
修
を
命
D

て
か
ら
既

に
四
十
年

を
経

て
い
た
當
時

で
は
あ
る
が
、
和
蘭

語

に
依
存

し
た
爲

に
英
学

の
召
褥
は
健

全
な
登

達

を
極
度

に
阻
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
争

わ
れ
な
.い
事
實

で
あ
つ
た
。
今

こ
れ
を
北
海
道
關
係

の
事
件

と
併

せ
て
考

え
る
に
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

の
利
尻
漂
着

の
二
年
鮪

π
當

る
弘

化

三
年

(
H
G◎
ら
9

六
月
四
日

に
、

千
島
揮
捉
島

在
佳

ア
千

ヌ
が
米
國
捕
鯨
船

自
蟄
萄
目
Φ
昌
。
ρ
號
乗
組
員

七
名

の
漂
着

を
襲
見

し
た
。
揮
捉
i
転
前
ー
幕
府

と
連
絡

に
非
常

な
困
難

を
な

め
、
日
敏

を
か
け

て
嘱

漸

く
七
人

の
米
入
鷲

員
は
、
覇
弘

、

化
四
年

(
μ
鍵
祠
)
、
五
凋
末
日
鐸

捉
島

を
出
稜

し
、
長

崎

表
到
着

は
八
月

十
九
日

で
あ

つ
た
。
長
崎

奉
行
奉
賀

信
農
守
は
こ
れ
ら
米
人

の
取

調

に
當

つ
て
本
木

.
楢
林

.
森
山
等
五
ん

の
和
蘭
通

詞
を
起
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し
た
が
、

信

濃

守
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通
詞
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外
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島
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和

蘭
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舘
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長
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O
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岸
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の
英
語

に
關
す

る
智
識

に
も
頼
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ざ
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な
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た
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あ
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。
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和
蘭

通
詞
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持

つ
英
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で
は
微

,

細
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占
榊
の
吟
昧

に
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を
欠
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と
考

え
た
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ら

で
あ

る
9
事
實
、

こ
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ら

の
通
詞
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が
漂
流
米
人

の
名
前
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旺
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綴
り

に
改

め
る
に
當

ヴ
て
,

ど

の
様
な

襲
音

に
直
し
た
か
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興
味

あ
る
問
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で
あ
る
が
ハ
今
そ

の
七
人

の
姓
名
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記
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れ
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左

の
通
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あ

る
。
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あ
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通
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達

⑫
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も
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優
秀

で
、
そ

し
て
彼
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最
も
温
か

い
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配
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け
た
森

山
榮
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の
英
語

に
っ
い
て
、
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ク
ド
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憲
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膝
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一)

り
h
>
O
一)
Q
匿
誤
,
O

子
音

の
襲
音

が
容
易

で
な

か

つ
た

こ
と
は
吾

々
も
想
像

し
得

る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
母
音

に

つ
い
て
は
、、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド

の
云
う
程
立
派

な
も

の
で
あ

つ
た
か
ど
う
か
、
少

々
褒

め
ら

れ
す
ぎ

て
い
る
様
な
氣

が
す

る
。
が
兎

に
角
、
日
本
入

の
母
音

の
獲

音
は
些
,の
困
難
も

な
く

　

語
尾

の
6
さ
え
立
派
な
焚

音
振
り

で
あ
る

と

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
ぱ
記
し

て
い
ゐ
。
文
法

の
智

識
も

十
分

で
、
了
解
力
も
強
く
h

感
受

性

に
も

富

ん
で
い
る

の
で
・
呆

人

薮

え
る
事
は
樂
し
み

で
あ

秘

19

-
と

云
つ
て
磐

の
は
彼

の
偽
ら
ざ

る
内
心

の
叫
び

で
あ
ろ
ラ
・
磐

長

崎
滞

在
は
僅

か
牛
歳

で
あ

つ
た
が
、
8
蟄
σQ
o
号

號

の
船
員
と
は
王
子

と
乞
食

程

の
差
異
あ
る
厚
遇

を
う
け
、
多
数

の
弟

子
と
は
英
語
を
通

じ

て
交
激

の
時
を
持
ち
、
日
本
渡
航

の
際

の
大
望

は
遽
げ
ら
煎
な
か

つ
た

が
、
好
印
象

を
抱

い
て
軍
艦

弓
冨
露
Φ
號

に
乗

つ
て
故
國

へ
露

つ
た

の
で
あ
る
。

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
長
崎

に
於

け
る
英
語

敏
授

の
概
要
は
前
掲

の
手
記

に
ょ

つ
て
明
ら

か
で
あ

る
が
、
此

の
十
四
弟

子

に
封
す

る
牛
歳

の

指
導

は
眞

に
貴
重
な
も

の
で
あ

つ
た
。
通
詞
達

に
し

て
み
れ
ば
、
英
語

匠
如
何

に
獲
音

さ
る

べ
き
も

の
か
と
云
う

こ
と
す
ら
も
正
し
く
は

知

ら
な
か

つ
た
驚
英
語
を
母
國
語

ど
す
る
敏
授
者

似
指
導

は

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
を
以

嬢
嗜
矢
と

し
、
日
本

の
英
学
は

こ

L
に
正

し
い
軌
道
を

與

え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
門

下
十
四
通
詞

は
、
黎
明
期

の
日
本
英

学
に
と
つ
て
は
眞

に
貴

い
先

駆
者

で
、
そ

の
活
躍
も

多
方
面

に
互
か
、
才
能

も
遺
憾
な
く
護
揮

さ
れ
た
。
嘉
永

の
末
、
提
督

ペ
ル
リ

の
來
航

は
日
本
國
中
を
鼎

の
沸
く
姿
と
化

し

、
幕
府

は
た

め

に
狼
狽

の
極
を
示
し

て
居
た

が
、
森
山
榮
之
助

、
堀
達

之
助
、
名
村

五
八
郎
等

は
浦
賀
表

に
於

て
の
米
艦
折
衝

に
通
詞

ど
し

て
畢
生

の

努

力
を
傾
け
・
神
奈
川
條
約

の
成
立

に
大
な

る
貢
献

を
致

し
た

の
で
あ

る
。

叉
出
版
方

面

の
活
動
を
見
る

に
、
志

筑
辰

一
郎

・
名
村

五
八

郎

峨騨猫
林
榮
七
郎

・
中
山
兵
馬

㌶
森
油
榮
之

助

・
西
吉

兵
衛

は

「
エ
ゲ

レ
ス
語
蹴
書
和
解

巳
を
著

し
、
堀
達
之
助

は

「
英

和
封
鐸
袖
珍
辮

ノ

書

」
を
編

し
、
英

学
の
振
興

に

一
大
貢
献
を
し

て
居

る
。
漱
米
列
國
と
鴎
交

を
結

ぶ
時
代
と
な
り

、
鎖
國

の
夢

を
破

つ
て
大
小
を
腰

に
さ

の

も

、し
た
武
士
達
が
、
遣
米

・
遣
欧

の
使
節
と
な

つ
て
万
里

の
波
濤

を
越

え
て
、
遠

く
異
域

に
修
好
親

善

の
大
使
命
を
果
し

に
赴

い
た
が
、
そ

ズ

の
時

の
通
詞
と

し
て
は
森

山
榮
之
助

・
名
村

五
八
郎

が
選
ば
れ

て
居

る
。
名
村

五
八
郎

8・
堀
達
之

助
の
爾
通
詞
は
、
松
前
奉
行

が
大
英
断
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も

・

、

、

ロ

ノ

へ

を
以

て
安
政
三
年
箱
舘

に
開
設

し
た
英
語
稽
舌

所
に
教
授

役
と
し

て
、
本
務

の
通
詞

の
側
ら
后
進
を
育

て
2
本
道
英

学

の
燈

火
を
高
く
か

」
げ

た

こ
と
は
既

に
入
文
研
究
第

一
輯

に
於

て
筆
・者

の
指
摘
し
た
庭

で
あ
る
。

マ
ク
ド
ナ

ル
ド
は
憧
慢

の
日
本

に
僅
か
牟
歳

の
生
活
を
許

さ
れ
た

の
み
で
、
封

日
通
商

に
米

・
英
側
通
講
と

し
て
活
躍
す

る
と

い
う
望

み

は
、
終

に
實

現
す

る
由
も
な
く
、
弓
お
菖
Φ

號

に
乗
う

て
開
國
直
前

の
日
本

に
訣
別
を
告
げ
、

故
國

に
麟
航
后
は
再
訪

の
機
会

に
恵

ま

れ

る
こ
と
も
な
く
、

ご
八
九
四
年

(
明
治
廿

七
年
)

八
月
五

日
姪

の
腕

に
抱
か
れ

つ

瓦
、
自
費
出
版

の
目
當

も
ヴ
か
す

「
室

し
く
埋
も

れ

て

い
る

「
手
記
」
を
氣
に
か
け
乍
ら
、
臨
絡

に
遺

ん
た
言
葉

が
、

..醗
O
昌
胃
ρ

送
団
自
Φ
鴛
鳩
ω
ご
β
蟄
尾
蟄
●、.

＼

ー

で
、あ
つ
た
と
傳
之
ら
れ
て
居
る
が
、
彼

の
育
て
た
+
四
弟
子
の
活
動
を
通
じ
て
、
彼
の
熱
心
な
英
語
整

が
美
く
し
い
奮

嘆
奪

て
行

つ
た

こ
と
を
考

え
る
と
き
、
僅
か
孚
歳

の
師

弟

の
契
が
如
何

に
大

き
な
力
を
育

ん
だ
か

に
今
更
乍

ら
驚
異

の
眼
を
見
張
ら

せ
ら

れ
る
と
共

に
、
北
海
道
と

の
深

い
由
縁

に
も
思

い
を
馳

せ
ら

せ
す

に
は
居
ら
れ
な

い
。

倉

註
1

、

,

、

丈
化
五
年
八
月

十
五
日
早
朝
、
英
國
軍
鑑

団
崔
蟄
O
ゆ
O
蹴
.號

(

喝
鼠
Φ
酔
詔
O
O
自

弱
●閑
●団
㊥
一ざ
薯
指
揮
)

が
和
蘭

の
國
旗
を
立

て
突
然
長
崎
港
に
侵
入

碇
泊

の
和
蘭
船
な
傘
捕
す
ろ
目
的
で
あ

つ
宏
が
、

一
隻

の
蘭
船
も
見
え
ぬ
の
て
、
和
蘭
人

二
名
な
捕
え
、
更

に
恐
嚇
し
て
食
糧
な
提
供
さ
ぜ
賀
、
長
崎

来
行
松
準
圖
書

頭
は
諸
藩

の
兵
力
な
要
請
し
液
が
、
結
局
援
兵

の
到
着
以
前
に
英
艦
は
牛
四
頭
、
羊
二
十

一
頭
、
鶴
十
弱
、

そ
の
外
野
茶

・
果
實

・
飲

料
水
等
な
得
て
、
十
七
日
長
崎
な
立
去

つ
た
。
奉
行
松
亭
康
英
は
鎖
國

の
實
な
あ
げ
得
な
か

つ
た
費
任
な
痛
感
む

て
自
匁
し
た
。

註
字

国
〉
頃
、》
ピ
一)

り
h
臣
O
O
O
頃
>
b
O
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亀

財
〉
咳
b
ビ
O

旨
>
O
d
O
嗜
》
旨
U

文
化
六
年

二
且
・
長
崎

の
和
臨
通
誕

の
う
ち
學
オ
す
ぐ
拠
む
春
六
名

に
野
し
て
・
、幕
府
仁

智

β

O
o
o
犀

冨
ざ
影
ぽ
o
臨

に
つ

い
て
英
語
の
脅
學
な
命

じ
、
六
月
に
は
二
名
櫓
加
沸

八
月
更

に
六
名
逼
加
、
+
月
に
に
通
詞
全
部
に
脅
學
な
命
じ
れ
。
そ

の
時

の
記
録
に
、

「
阿
蘭
陀
通
詞
共

の
内
魯
西
亜
諦

ダ

も

尼
利
亜
言
語
糟
古
之
義
從
江
府
依
沙
汰
追

々
掛
り
雛
被
命
蟹
學

の
儀
は
幼
年

の
頃
よ
り
不
學
は
氣
憶
も
有
之
間
敷
旨
に
付
以
來

一
統
申
談
魯
西
亜
諸
尼

利
亜
言
語
彙
學
可
致
旨
十
月
被
命
之
」

又
脅
學
者
氏
名
存
各
月
別
に
示
す

に

`

二
児
卜

大
通
詞
見
脅
本
木
庄
左
衛
門
、
小
通
詞
末
永
甚
左
衛
門
、
同
絡
馬
揚
爲

八
郎
、
小
通
詞
並
西
吉
右
衛
門
、
同
末
席
吉
雄
忠
次
郎
、
稻
古
通
詞

馬
揚
佐
+
郎

六
月
-

小
通
詞
並
岩
瀬
彌
+
郎
、
同
末
席
吉
雄
六
次
郎

八
月
ー

小
通
詞
並
中
山
得
十
郎
、
同
石
橋
助
+
郎
、
向

末
庸
名
村
茂
三
郎
、
稽
古
通
詞
志
筑
龍
助
、
.同
茂

土
岐
吹
郎
、
同
木
木
庄
八
郎

+

月
-

1

長

崎

通
詞

全

部

,

,

モ

'

、

卜

註

3

、
.

4

.

、

3

ノ

野

β
稜

「臼

蟄
色

O
昌
鑑

Ω

は
、

オ

レ
ゴ

y
州

(
當
時

は
ま

だ

英

領

で

あ

つ
た
)

コ
ロ
y
ビ

ア
河

ロ

の

b
uD
ま

昌
鉾
.(
後

の

弓
O
蓉

Q
①
O
同
σΩ
①
)

に

生
ま
れ
、
φ父

は

P
目
o
ぽ

げ
呂

山

夢

o
U
O
β
菖
侮

と
云

い
、

エ
ヂ

ソ
バ
ラ
出
身

、

當

時

ハ
ド

ソ
ン
溝

商
.會

の
砒
員
で
仲
買
人

頭
な

し
て
居
れ

。

此

の

ノ

職
に
あ
ろ
毒

土
地
の
船

ン
デ
イ
ア
ン
の
娘
嘉

奪

鼠

脅
が
あ
つ
た
の
て
、
父
も

。
導

。
畠

族
嚢

の
娘

国

ぎ

塗

。・
邑

留

と
嬉

し
衷
が

㌧、
彼

の
女
に

男
鋤
旨
即
糊含

の
生
後

数

ケ
侭
川
.て
死
亡

し
☆
。

置
4異

國
人
所
持
之
品
左
之
通

一
、
小
筒

登
挺

'

長

サ
四
寸
五
分
位

口
輕

三
分
位

一
、
橋
船

但
惣
長
サ
四
闘
牛
程
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晦
廣
§
所
に
而
六
尺
位

深
三
尺
絵

一
、
機長

サ
ニ
問
雫
程

一
、
,帆但

白
木
綿

一
、
擢

一
、
揖
柄
様
之
物

但
長

サ
五
尺
位

一
、
綱

」

再
長

測
五
尋
程

長
ザ

六
尋
程

'

一
、
碇
様

之
物

」

、

碇
浮
様

之
物

一
、
水

樽

.

.

ー

一
.、

衣
類

品

々
入
袋

一
、
樽

.

内

獣
肉
様
之

物
有
之

一
、
表

紙
付
書

物

、

一
ギ
極
無
表

紙
書

物

一
、

書

物
類

取
合

一
、

萬
國
絡
圖

面

一
、
天

眼
鏡

様
之
物
箱

入

＼

壷
塞

震呈萱 豊
挺

壷 壷 威 登 壷 壼 豊
本 本

 

大

小
廿
三
冊

拾
五
冊

辱

壼
揃

壷
枚

豊

・

函
♪
緒
》
じ
O

罵
臣
9
)
O
嗜
卜
冒
b

!
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函
》
男
b
ピ
O

崔

》
O
ご
O
頃
b
巨
一)

一
、
革

笠

,
`

∴

、
、
剃

刀
…糠
之
物

一
、

小

刀
様
之

物

一
、

火
打

様
之
物

玉

一
、
・丸
の
み
檬

之
物

一
、
釘

抜
様

之
物

一
、
鋒

様

之
物

一
、

藥

罐
蓋
様
之

物

　

一
、

銀
象

眼
蓋
付
壷
檬
之

物

一
、

銅

柄
拶

様
之
物

一
、

錐
様

之
物

一
、

櫛

佛
檬
之
物

一
、

漉
櫛
檬

之
物

一
、

白
木

綿
糸

一
h

牙
様
之
物

一
、

硫
黄

一
、
松
や

に

二

、

ち
や
ん

一
、

牝
ば
こ

一̀
、

眼
鏡

様
之
物

'一
、
銀

色

燭
台
様
之
物

一
、

小
箱

但
錠
前
附

壼
藍

・

壷萱壷大
小
威
本

萱壼
本

萱萱壼壼蜜壷戴
玉

壼

・

豊
包

大
小
威
玉

萱
玉

少

々

萱壷萱
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●

一
、

塗

板

一
、

産

様

之

物
.

ヨ

ロ

一
♪
實
子
箒
様
之
物

一
、
革
沓

右

之

麺

御

座

候

、

、

壼

枚

、
壼

枚

・
・

壼

本

萱

足

、

、

「

し

以
上

註
丘

「

,

"

ン

.営

島

甘
魯

嘉

長
与

る
捕
鯨
船
號

H
震
σ・
つ
9

.號
老

+
五
名
の
船
員
が
脱
走
↓
て
、
松
前
領
江
良
町
に
漂
着
、
難
警

装
つ
て

上
陸
し

た
も
の
、
如
-
で
、
從

つ
毒

船
ば
轟

農

附
近
で
難
破
し
㌃

う
に
傳
え
義

て
居
う
が
、
目
謁
§

號
竺

八
四
六
年
八
月
二
+
吾

捕
鯨
の

途
に
就
き
、

天

五
〇
年
四
月
二
茜

日
に
無
毒

航
し
て
い
る

(
書

図
暫
温

①
乙

書

9

胃

乎

8
曙

。
感
爵

。
言

。
昌
§

浮

馨

穿

冨

ぎ

昏

・
)

.

・

ー

、
.

,

.

.

」

.

.

,

¶

註

6

「

,
P

.

～

、

～

～

ー

.

・

掌

`

「'
、

曵
れ

に

つ

い
て

は
彼

等

ん

本

國

に
連

戻

す

糞

あ

に

長

崎

港

を
、訪

れ

表

団
円
①
び
一Φ

號

の
乗

組

員

に

尽
鑓
びら
O
q
蟄
號

船
員

が

色

々

の
報

告

な

し
九

も

の
と

見
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